






































































































































































































































































































































































































































































































































ss d f MS






性別 20.95 20.95 1.2416958
学年 162.43 81.215 4.81357156
性別×学年 4‥1.28 21.14 1.252957

















ss d f MS
性別 .1.1 1 1.10.24825395
学年 5.1」 ・> 2.570.58015
性別×学年 5.25 1, 2.6二0.5924242
誤差 1825.5 1ヱ4.430946
全体 1837.04 416
**p<.01 *p<.05 *p<.10
＼.
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においては学年の進行につれて,女子は減退し,男子は増進している。 1年
生において女子の積極性に対する教師の配慮も必要である.
≡.
第5因子は有意
差は認められなかった.
二.
つまり学年,性差の関係なしに,消極性の存在を認
めることができる.
≡.
消極性に対する指導は上記の4因子の適切な指導におい
て対処するべきであろうl=
今回の調査は,生徒の実態調査において製作学習における意識の概念的枠
組みを構成したのみであり,どのような指導が効果的かについては明らかに
するものではない. 二.
今後は問題点の追求とともに学習指導についても明らか
にしていく所存である. ≡.
4おわりに
本研究は,生徒の視点による製作学習に対する意識を明らかにするために
因子分析,クラスター分析によって概念的枠組みを構成した.
=.
さらにその概
念的枠組みを基に調査票を作成し,製作学習における生徒の意識を分析する
ことを試みた. 二.
その過程において以下の点が明らかとなった.
っ
1)製作学習に対する意識調査の因子分析において,「作業に対する好意
因子」,「作品に対する好意因子」,「製作学習における自己評価因子」,
「製作学習における積極性因子」,「製作学習における消極性因子」の5因
子が得られた. 二.
2)クラスター分析により,「作業に対する好意因子」と「製作学習にお
ける横極性因子」,「作品に対する好意因子」と「製作学習における自己評
価因子」がそれぞれ類似性を示した. 二.
3)構成された概念的枠組みにより,製作学習における生徒の意識を分析
することができた. ≡,そして製作学習支援のための資料を得ることができた.
〕
以上のように,生徒の視点により構成された概念的枠組みにより,製作学
習における生徒の意識を分析することができた. 二,この概念的枠組みは,製作
学習における好意,自己評価,積極性と考えることができる.
。
製作活動にお
ける支援活動の際にこの3項目を教師が視点に含めることが,生徒の視点を
配慮することにつながると考えられる. ≡,今後は生徒の視点による概念的枠組
みと教師の概念的枠組みとの関連に着目して,製作学習における生徒の意識
を明らかにしたい. =
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Summary
AStudyofStudents'FeelingstowardManufacturingLearning:
ConceptualFrameworkfromaStudents'PointofView
Inordertosupportlearningactivitieseffectively,teachersneedto
understandhisorherstudents-affectivefeelingstowardtheactivities.The
purposeofthispaperistoclarifyhowstudentsfeelaboutmanufacturing
learning,bymeansofaquestionnaire.Astheresultofafactoranalysis,we
foundthattherearethefollowingfivefactors:preferencetotheprocessofa
work,preferencetotheirownproducts,self-evaluationofmanufacturing
learning,positiveattitudetowardmanufacturinglearning,andpassiveattitude
towardmanufacturinglearning.Furthermore,theconceptualframework
basedontheanalysisrevealedthatstudentshavelowerconsciousnesson"self
evaluationofmanufacturinglearning"thananyotherfactors.
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I -t間己EjにFagt^t.^ FT-T^
技術科についての質問
これまでの技術科での作業を思い出して,Tの質問に答えてくださいO
()年()級()番名前(
l作業をしていて、imm程度の差はさほど問題ない0
2製作作業は得意なほうであるQ・-・・・-・
)男・女
そあふ
うまつ
@HH」
わない
まあ
そう思つ
そう
、mう
1-2-3--A一一5
12345
3途中であきらめてしまった感じがする(,--一・・一-トー234--5
4友達としゃべっていて作業を失敗した',・---・・-・ト1---234----5
5作品の細かい部分までしっかりできた。 -・・---12345
6製作した作品は家でも使えそうだ。 --1--23----4---5
7作業は、自分にとってむずかしかった。 ・・・・一・一-1---2----24-一一一15
8いままでに使ったことがない道具や機械を使えておもしろかった1--」,---j----45
')自分が作った作品には愛着がわくQ・----12345
10作業中に道具の使い方がわからないものがあった。
---12------3-45
11完成した作品を想像すると楽しくなるO・-・一・一一・トー一一一2345
12製作では作業の練習が必要であるo・-・・・・---・1--2---34----5
13作業するときは、想像力が必要である。
-19^-4i^j--5
14日分で製作した作品を眺めるのはうれしいo・・--・-1234-I-5
15作業をするときは、計画を立てることは大切である。
---トー一一一2--3--4---5
16まわりの友達よりもft光が遡れた。 -・一一一-・・・ト--2---345
17作業中に道具をうまく使えた。 コ-一一---12---3---4--1一一5
18しだいに作業が楽しくなってくる。 ・一一・一・-1---2---345
19先生のアドバイスや、協力で作業がうまくいった。 --1----2--34---5
20できる限り自分の力で考えることが大切だ0-・-2-23---4---15
21どうしてこんなことをしなければならないのかと思った。 -]--234---5
22作品を早く家の人に見せたい0------ll----2‥1-1-34--5
23友達と協力して作業ができた。 ,----・・-・・-12---34----5
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